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2 年ぶりのアメリカ出張：LAにおけるUSCAPに出席して
Nothing better than face-to-face meeting

国際病理アカデミー理事長　長村義之

3 月18日に成田空港を出発して，25日に成田空港に戻
るまで約一週間Los Angeles（LA）に滞在し，USCAPに
出席した．ちょうど 2 年前に同じLAでUSCAPがあり，久
しぶりの海外出張であった．

まず，米国を往復するにあたって以下のような手続きが必要であった．
往路： 3 回のCOVID-19ワクチン接種証明書
　　　出発24時間以内のPCR陰性証明
　　　My SOSにInput
　　　航空会社のQuick check-in
　　　米国への入国は，VisaはESTAを取得しスムーズであった．
復路：出発72時間以内のPCR陰性証明

MySOSにInput
成田空港で唾液検査
以上がクリアになって，通常の入国のパスポート，税関チェックの
後入国となる．
待機期間は撤去されており，通常どおり公共交通機関を使って帰宅
した．

学会の出席状況
USCAPは，平素は6,000人規模の出席者In personがある大規模な学会で

あるが，今年はCOVID-19の影響で，In person, On-line live, On demandの
種類があり，以下の様にUSCAPから実数の報告があった．

Online: 2,211
Hybrid（both online and in-person） : 674
In-person: 1,703
従って全体では4,000名以上の登録があり，会場には約2,400名が参集した

ことになる．日本からは 6 名の現地参加と極めて少なかったが，計55名が
Online視聴した．現地での出席状況は通常と比べれば少なかったものの，講
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演もポスター発表もOn siteで行われ，やっと
USCAPの気分に戻れた感じであった．また，久
しぶりに多くの友人と会うことができ，嬉しい時
の連続であった．

学会の内容
学 会 の 内 容 で は， い つ も 通 り のCompanion 

meetings（年々増加の傾向にあるが…），各種受
賞講演，short courses，long courses，ポスター，
口演などが朝から晩まで続いていた．

私は，IAC Companion sessionに座長を務めた．
このセッションはon-siteのみで，出席者の数が
気になっていたが，こちらが手応えを感じる位の
聴衆が集まり，議論も白熱した．WHO-IACのコ

ラボで細胞診の報告様式が作成されており，タイ
ムリーな企画であったと言える．IAP-USCAPの
joint session と し てEducational Symposiumが
行われた．内容的には，“a slide less laboratory”
で，WSIを用いたデジタルイメージを用いた病理
教育，病理診断の精度管理，Molecular pathology
など多岐にわたる内容で，質疑応答も活発に行わ
れた．病理教育に力点を置くIAPとして相応しい
内容であった．

そ の 他Award lectures，Short courses， ポ ス
ター発表などに参加した．また，商業展示も例年
並みの巨大なスペースに多くの企業が集まり，新
機種・製品の情報提供に余念がなかった．
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USCAP　ホールで歓談する参加者たち ポスター会場での様子
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渉外活動
期 間 中 に，IAP SecretaryのRay McMahonと

USCAPのNew PresidentであるJohn Hart（シカ
ゴ大学）と会談し，USCAPのIAP国際学会の主催
などIAPとの関係を更に強化する旨話し合った．
より良い関係強化を期待している．また，私の長
年の知己であり，これまでExecutive Vice President

（EVP）として大活躍したDavid Kaminskyが完全
にretireし，姿を見なかったのは寂しかった．ま
もなく後任が決まるものと思われる．

例年USCAP会期中に開催されるIAP種々会議は，
一部は事前にWeb開催され，Finance Committee
とExecutive CommitteeがOn-siteとhybridで 開 催
さ れ た． 対 外 的 に は，IAPはESPお よ びDigital 
Pathology Association（DPA）とMOUを締結した．
また，IACのPresidentであるAndrew FieldがExecutive 
Meetingに参加して今後のIAP-IACのCollaboration
を進めることとした．また，10月のSydneyにお
け るIAP国 際 会 議 で2028年 の 開 催 地， 次 期 の
President-electなどが決まる予定である．

むすび
思い起こせば同じLos AngelesでのUSCAPに

On-siteで参加した直後からCOVID-19のパンデ
ミックとなり，昨年はWebのみの開催であったた
め，On-siteの開催には 2 年もたってしまった．
今回は，長年の友人とは，朝食・夕食をともにし
ながら種々の話題に花を咲かせ，学会場ですれ違
う多くの知人とも声を掛け合い “I am here in 
the States, it is really nice to talk to you!!” を実
感した学会であった．

来 年 のUSCAPは，2023年 3 月11日 ～16日 に
New Orleansで開催される．私が1975年に最初
にUSCAPに参加した場所である．是非On-siteで
参加したいと思っている．

2022年病理学教育セミナーの
お知らせ

教育委員長　羽賀博典

病理診断講習会・スライドセミナーとも，すべ
てのプログラムをオンデマンドのWEB配信形式
で開催します．スライドセミナーは 3 コースま
で受講できます．ハンドアウトは受講者がPDF
ファイルをダウンロードする形式になります．事
前の郵送物はありません．視聴期間は2022年11
月頃から12月頃を予定しています．病理診断講
習会・スライドセミナーとも，申し込みはオンラ
イン登録，受講料支払いはクレジットカード決済
となります．視聴には事前の申し込みと受講料の
支払を完了している必要があります．これ以外の
方法での申し込み・支払いは受け付けませんので
ご注意ください．申し込み受付等の詳細は 8 月
中にIAP日本支部ホームページ（https://www.
iapjapan.org）に掲載予定です．

1 ．病理診断講習会
テーマ：「原発不明がん」
コーディネーター： 
　　　　都築豊徳（愛知医科大学病院病理診断科）
　　　　羽賀博典（京都大学医学部附属病院
　　　　　　　　 病理診断科）
　＊演者はNews Bulletinの 3 号に掲載予定です．

2 ．スライドセミナー（セミナーの講師と概要）
「脳腫瘍の病理」（新規）

群馬大学大学院医学系研究科
　病態病理学　　　　　　　　
� 横尾英明

脳腫瘍WHO分類改訂第 4
版において診断名に分子遺伝
学的異常を冠する「統合診断」

の概念が導入され，第 5 版では一段と拡張され
ました．当然ながら統合診断を下すには遺伝子異
常の存在を証明する必要があります．とはいえ，
組織学的所見と分子遺伝学的異常に密接な関係性
があることは疑いありません．「形態変化は遺伝
学的な出来事のすべての反映である．」これは向
井 清 先 生 が 診 断 病 理 誌 に 寄 せ ら れ たDr.Juan 
Rosaiへの追悼文の中で，Dr.Rosaiの言葉として
紹介されています（診断病理，2021; 38: 102-
107.）．

一例として，かつて膠芽腫は臨床的特徴から一
次性と二次性に区別されるも，組織像からは区別
できないと思われていました．現在ではおおむね
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IDH変異の有無の違いによることが判明し，我々
の目が慣れてきたことによりHE所見だけでIDH
変異の有無をある程度予測できるようになってい
ます．

がんゲノム医療の力を借りて遺伝子変異を見つ
ければよい，という考え方もあるかもしれません．
しかし，がんゲノム医療は治療標的を探すことが
本例の目的であり，医療経済をかなり圧迫します
ので，そこは病理医の役割が期待される部分です．
分子遺伝学的裏付けのある症例を観察することは
病理医の力量の向上にも役立ちます．今回のセミ
ナーでは脳腫瘍の新規腫瘍型を中心に，組織学的
所見に重点を置いた解説を心がけたいと考えてい
ます．

「甲状腺腫瘍」

山梨大学医学部　人体病理学
近藤哲夫

甲状腺腫瘍には予後の良い
分化癌（濾胞癌，乳頭癌）か
ら侵襲性が極めて高く致死的
な未分化癌まで存在してお

り，術前の穿刺吸引細胞診及び外科材料の病理診
断に携わる病理医は患者の治療方針の決定に極め
て役割を担っている．しかし甲状腺腫瘍の良悪性
は組織型毎に基準が異なり，さらに根拠となる組
織所見に定性的，定量的な客観性をもたせること
が難しい．具体的に挙げるならば乳頭癌の核所見
の捉え方，被膜浸潤・血管浸潤の判定が病理医間
で異なり，observer variationの大きな要因となっ
ているのである．また近年，甲状腺腫瘍領域には
パラダイムシフトとも言える境界病変の概念

（NIFTP，UMP）が導入されつつある．従来，乳
頭癌に特徴的な核所見の有無，浸潤性増殖（被膜
浸潤，血管浸潤）の有無が乳頭癌，濾胞癌の主た
る診断根拠となっていた．しかし提唱された新た
な概念では所見が “有る” か “無い” かの二択で
はなく，“有る”，“疑わしい”，“無い” の三択とな
り，悪性腫瘍の一部が境界病変として扱われるこ
とになった．本セミナーでは 1 ）日常診療でよ
く遭遇する甲状腺腫瘍と鑑別診断， 2 ）稀では
あるが見逃すべきではない組織型と亜型， 3 ）
WHO分類で採用された境界病変と甲状腺癌取扱
い規約との異同について解説を行い，複雑化しは
じめた甲状腺腫瘍の整理と理解につなげます．

「リンパ腫」

　　　　岡山大学学術研究院
医歯薬学域　病理学

田中健大

リンパ腫診断を苦手にされ
ている病理医は多いのではな
いかと思います．その理由と

して病型があまりにも多いことが一番に考えられ
ます．リンパ球はB細胞，T細胞，NK細胞なのに
も関わらずHodgkinリンパ腫があったり，濾胞性，
マントル細胞とか組織学的な用語が使われたり，
鼻型とか下肢型とか解剖学的用語がでてきたり，
そもそも末梢性って何，みたいにnomenclature
に違和感を感じる先生が多数いるのではないかと
推測します．免疫染色の抗体数が多いことも考え
られます．一次抗体を採算度外視で購入できる施
設でもない限り取り揃えられないくらい多くの抗
体が診断に用いられています．染色ついでのコン
サルテーションになってしまって，リンパ腫診断
から遠のいてしまうことも考えられます．おまけ
にFCM，染色体検査，FISH，PCR等，様々な検
査も必要となり，ますますリンパ腫診断離れの危
険性を高めているのかもしれません．おまけに現
在では次々と新規治療法が開発され，コンパニオ
ン診断が求められる機会も多くなっています．た
だ，診断の基盤となるのは臨床所見とHE所見で
あり，そこをしっかりと築いていくことが重要に
なります．本セミナーでは節外性のリンパ腫を対
象とし，組織所見のとり方，考え方を中心に解説
する予定にしています．

「胸膜／腹膜　中皮腫とその
鑑別疾患」

　　　　　福岡徳洲会病院　
　　　　　　病理診断センター

鍋島一樹

悪性中皮腫は皆様ご存知の
通りアスベスト暴露との関連

の深い疾患で，暴露から30-40年を経て発症して
きます．日本では1960-90年代の産業暴露の影響
で，2000年以降中皮腫による死亡者数が増え，
2030-40年頃にピークを迎えると推定されていま
す．急に診断機会の増えてきた疾患と言えます．
臨床医における認知の広がりと共に，初期の中皮
腫の診断機会も増えてきました．この数年で，中
皮腫における遺伝子変異を形態学的に捉えるとい
う手法の応用によって病理診断も大きく変化して
参りました．また，病理診断には，早期の診断が
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早期の治療開始と予後の改善に必須というだけで
はなく，患者の労災，救済法適用という社会的側
面もあります．本コースでは，日常診療において
遭遇する頻度が比較的高く，悩むことの多い鑑別
診断の組み合わせを取り上げ，解説したいと考え
て い ま す． 具 体 的 に は， 中 皮 腫 vs 癌 の 転 移

（calretinin陽性腺癌を含む），反応性中皮過形成 
vs 中皮腫または癌の転移，中皮腫 vs 前浸潤性中
皮腫瘍（mesothelioma in situ，アデノマトイド
腫瘍，高分化乳頭状中皮性腫瘍），線維性胸膜炎 
vs 線維形成性中皮腫，局在性または多結節性の
骨軟部腫瘍（CK陽性肉腫を含む） vs 肉腫型中皮
腫の鑑別などです．新たなWHO分類での変更点
やBAP1，MTAPという新たな免疫染色やFISHの
プロトコール，施行・解釈上の問題点も含めて解
説したいと思います．

「食道胃接合部・胃・十二指
腸の病理」

　がん研究会有明病院　　　
臨床病理センター　病理部

河内　洋

本コースでは，食道胃接合
部・胃・十二指腸を対象とし

ます．内視鏡生検，ESDといった内視鏡治療検体，
手術検体など，病理診断に供される検体のなかで
消化管は最も頻度が高い領域のひとつであり，病
理診断医にとっては馴染みの深い臓器と言えます
が，ピットフォールも存在します．また近年の内
視鏡診断・治療技術の進歩やH.pylori感染率の低
下に伴い，従来経験しなかった病変に遭遇する機
会も増えています．そのような状況を踏まえ，本
コースでは生検診断を中心に，今日の日常診断に
結びつくような症例を提示し解説いたします．具
体的には，薬剤性胃炎，横這型癌，過誤腫），異
型度の低い腫瘍性病変（腺窩上皮型腫瘍，胃底腺
型腫瘍），近年再び注目されている病変（EBV関
連胃癌，自己免疫性胃炎），稀ながらも知ってお
きたい疾患（遺伝性胃癌）を選びました．反省例
や，診断が難しく臨床医との連携が重要であった
例も含まれています．どのように診断するか，ど
のように臨床医と対話すべきか，等の実際的なこ
とも含めてお話しする予定です．症例と経験を共
有することにより，本セミナーが皆さんの日常病
理診断のお役に立つことを願っております．

「乳腺の病理」

　　　滋賀医科大学附属病院
　病理部　　　　　　　

森谷鈴子

2019年乳腺腫瘍のWHO分
類が 7 年ぶりに改訂され，第
4 版（2012）以降に蓄積さ

れた臨床病理学的，分子病理学的研究成果を基に
組織型分類の改変が行われました．本セミナーで
はWHO分類第 5 版（2019）に準拠し，日常の病
理組織診断業務において病理医が比較的よく遭遇
する疾患の基本的な見方や考え方，および頻度は
高くないが，鑑別診断上知っておくべき重要な疾
患について症例を供覧，解説したいと思います．
具体的には，管内増殖性病変と浸潤癌の基本的な
見方・考え方，近年遭遇することが増加した良悪
境界領域病変・リスク病変としての上皮内腫瘍の
形態学的診断とその臨床病理学的意義，良悪鑑別
の悩ましい増殖性病変や良性疾患と関連ないしは
複雑に混在する悪性病変，乳頭状病変の基本的な
見方・考え方，線維上皮性腫瘍，その他，名前は
よく聞くが実際に経験することが少ない疾患ある
いは，知名度が低いが鑑別診断上重要で，その存
在を知っておくべき疾患，について取り上げる予
定です．これらの疾患について，組織学的診断の
ポイントに加えて診断に役立つ免疫染色の使い方
とそのピットフォール，臨床医とのやり取りの上
で重要と思われる事項について適宜紹介したいと
思います．また，従来日本と海外で用語の使い方
や考え方が異なっていた概念についてはその相互
関係についてもふれるようにします．

「肝病理診断：肝病態の多様
性とオーバーラップ」

　　金沢大学医薬保健研究域
医学系人体病理　　　　

原田憲一

近年の肝病理診断，特に肝
生検の対象疾患が大きく様変

わりし，あまり診断に苦慮しなかったウイルス性
肝炎は激減し，生検数は少ないものの診断に苦慮
する症例が多くなった．それらの主たる疾患は自
己免疫性や生活習慣病に関連した非ウイルス性炎
症性肝胆道系疾患であり，経時的変化を含む詳細
な臨床データに沿った炎症像の病理学的解釈が要
求される．また，臨床的に見逃されやすい薬物性
の関与が示唆される症例や原因不明の肝障害症
例，さらに病態がオーバーラップする症例も稀で
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はない．一方，肝腫瘍は腫瘍発生学的分類に加え
分子生物学的分類が進み，従来からの疾患概念と
のすり合わせと共に分類の整理がされつつある．
特に，肝細胞腺腫，胆管癌（細胆管癌），混合型
肝癌の取り扱いが問題となる症例があり，特に腫
瘍針生検による診断時には腫瘍サイズに加え，肝
血流動態・機能イメージによる評価も正確な診断
に重要である．また，画像では腫瘤として認識で
きるが，腫瘍針生検では病変の認識が困難な病変
もある．本セミナーでは日常よく目にする臨床診
断の肝病理所見について概説し，病態の多様性と
オーバーラップ，さらにしばしば経験するように
なってきた免疫チェック阻害剤による肝障害につ
いてご紹介いたします．

「膵の病理（非腫瘍および腫
瘍）」

　倉敷中央病院　病理診断科
能登原憲司

膵疾患の病理診断は切除材
料を中心に行われてきました
が，超音波内視鏡下穿刺吸引

術（EUS-FNA）の普及により細胞診およびセル
ブロック法による診断が求められ，さらに最近で
は，組織採取を目的とする生検針の普及とともに
生検組織診断にシフトしつつあります．生検組織
ならではの診断の難しさ，ピットフォールを理解
し，この変化に対応していくことが病理医に求め
られています．また，膵癌の頻度は増加しており，
切除材料を検索する機会も多いですが，特に膵頭
十二指腸切除検体の検索は難しく，取扱い規約に
ある神経叢浸潤など，病理医にとって理解しにく
い内容が含まれます．このスライドセミナーでは，
膵の病理診断に従事されている方々が直面してい
る問題を取り上げ，実務に役立つ情報を提供しま
す．具体的には， 1 ）生検診断における良悪性
の鑑別点とピットフォール， 2 ） 1 型および 2
型自己免疫性膵炎の組織学的特徴と診断上の問題
点，生検診断のポイント， 3 ）膵癌切除検体に
おける断端評価（特に迅速診断）と神経叢浸潤，
4 ）充実性髄様腫瘍の診断の秘訣と生検検体に
おける鑑別の方法，などを紹介します．膵病理の
基本を一通り勉強されている方に役立つレベルに
したいと考えていますが，病理専攻医にも理解で
きるような解説を心掛けたいと思います．

2022年IAP日本支部・病理診断学術奨
励賞の公募

学術奨励賞選考委員会委員長　長尾俊孝

下記の要領にて2022年IAP日本支部・病理診断
学術奨励賞を公募いたします．

記

賞の名称：IAP日本支部・病理診断学術奨励賞
応募資格： 日本の医療機関に勤務する若手（論文

掲載時40歳未満）の病理医．IAP日本
支部の会員か否かは問わないが，会員
であることが望ましい．

選考対象： 2021年 1 月から12月の間に雑誌に公
表された診断病理分野における優れた
英文論文 1 編．筆頭著者を原則とす
る．E-pubは含まない．但し，留学先
ではなく日本国内での研究論文のみ．

受賞者数： 3 名以内
賞の内容：賞状と副賞（トロフィー）

応募方法

原則，他薦（自薦も可）とする．

申請時に必要なもの（すべてPDFファイルとす
る）：
　 1 ．応募者の履歴書（JIS版）
　 2 ． 推薦書（推薦人がいる場合）または，応

募理由書（推薦人がいない場合）
　　　 PDFファイル 2 ページ以内とし，書式は

問わない．
　 3 ．論文（ 1 編のカラー PDFファイルを提出）

　 1 ～ 3 を添付して下記のメールアドレスに送
付する．
応募の締切：2022年 8 月31日
宛　　　先：Email: pathol- 1 @tokyo-med.ac.jp
　　　　　　 「IAP日本支部・病理診断学術奨励

賞」選考委員会委員長　長尾俊孝　
宛

選考方法・発表

IAP日本支部が指名する「IAP日本支部・病理
診断学術奨励賞」選考委員会（日本病理学会，日
本臨床細胞学会からの外部委員も参加）において
選考する．なお，受賞者の表彰は賞状と副賞（ト
ロフィー）の発送をもってかえさせていただく．
また，受賞者をIAP日本支部のNews Bulletin 紙
上で公表する．

 以上
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2022年第 2 回理事会

日　時：2022年 4 月14日（木）
　　　　12時10分～13時00分
場　所：神戸国際会議場 5 階503会議室
出席者： 長村，小田，加藤，清川，九嶋，近藤，

都築，長嶋，羽賀，原田，久岡，松原，湊，
柳井，玉野（金沢事務局）

欠席者：長尾，森谷，吉野，大塚（東京事務局）

確認と審議事項
1 ．2021年会計報告（承認）
2 ．2021年監査報告（承認）
3 ．2022年の事業に関すること：
　　・ 昨年の第67回日本病理学会秋期特別総会

におけるIPSは開催を見送った．第68回秋
期特別総会での開催については，大会長（菅
井先生）とも相談しながら検討していく．

　　・ 日韓・日台Conjoint Slide Conferenceにつ
いては， 3 ヶ国合同でのWEB開催の可能
性を各国と協議しながら前向きに検討する．

4 ．会員への広報活動について：
　　・ 2 月に実施した会員への支部HP・News 

Bulletin閲覧についてのアンケート調査結
果を踏まえ，NEWSLETTERの広報媒体と
しての機能強化を図り，支部HP・News 
Bulletinの閲覧数計測ツールを導入する．

　　・ twitterの支部公式アカウントを設けてSNS
を利用した広報活動を展開する．

報告事項
1 ．委員会報告
　　・ 第 6 回ふぁんだめんたる病理診断講習会

の進捗状況について
　　・ 第62回IAP病理学教育セミナーの進捗状況

について
　　・ 2026年IAP Congress in 福岡のsite visitの

予定について
2  ．第111回USCAP Annual Meetingの参加報告
　　（長村IAP会長）
3 ．IAP日本支部60周年記念事業について
　　・ 記 念 誌 発 行（PDF作 成・HP掲 載 と 限 定

hard copyの配布）
　　・会計報告
4 ．庶務報告
　　・ 会員数（ 3 月末現在：1,051名，うち一般

会員886名，ジュニア会員102名, シニア会
員, 名誉会員14名, 賛助会員15社, 新規会員
26名）

　　・会費納入状況（約77%）
　　・ 物故者（一般会員：本多光弥先生，中西功

夫先生）

第111回日本病理学会総会コンパニオ
ンミーティングの開催報告

広報委員会　久岡正典

去る令和 4 年 4 月14日（木）から16日（土）に
かけて神戸国際会議場（神戸市）で開催された第
111回日本病理学会総会（横崎宏会長）の初日夕
刻に，IAP日本支部主催のコンパニオンミーティ
ングがハイブリッド形式で行われました．座長の
松原修東京事務局長の挨拶に続き，「頭頸部病理
ふぁんだめんたる講座」のテーマの下に，湊宏理
事による「頭頸部腫瘍と非腫瘍性疾患診断の解説」
と，近藤哲夫理事による「甲状腺腫瘍診断の解説」
が講演されました．前者では良性疾患のangiomatous 
nasal polypやsinonasal hemangiopericytoma, solitary 
fibrous tumorをはじめ，近年報告されるように
なったbiphenotypic sinonasal sarcoma, sinonasal 
secretory carcinomaなどの稀な腫瘍の臨床病理
学的特徴が解説され，後者では今年改訂予定の甲
状腺腫瘍のWHO腫瘍分類に言及された後，良悪
性の鑑別点のおさらいに加え，かつて濾胞型乳頭
癌と称されていた低悪性度腫瘍（non-invasive 
follicular thyroid neoplasm with papillary-like 
nuclear features: NIFTP）の名称・分類の歴史的
変遷などにも言及され，いずれも日常の病理診断
業務に活用できる重要なポイントをお教えいただ
いた様に感じられました．最後は小田義直理会長
によるIAP日本支部の紹介があり，当支部設立か
ら今日までの活動の歩みに加え，50周年・60周
年記念誌発行，2026年の第36回IAP congressの
福岡誘致成功の道のりなども紹介され，参加者・
視聴者の支援依頼と共に新規会員の勧誘で締め括
られました．比較的限られた時間であったにも関
わらず，内容は充実していたものと思いましたが，
オンライン視聴を含め参加者は我々関係者を含め
て30名余りと少なくて残念でした．次回はこれ
に劣らない内容での企画を準備して臨み，会場を
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埋めるほどの参加者があることを期待したいと思
います．

Pathology WEB Walkers
広報委員会　近藤哲夫，久岡正典

一昨年より続くコロナ禍で国内はもとより海外
に足を伸ばす機会が俄然と少なくなりました．こ
のような状況であっても，病理に関する研究や診
断の知見は世界のあちこちで刻々と積み重ねられ
ており，その動向が気になるところと思われます．
そのような情報を簡単に手早く得ることのできる
手段として，インターネットは日常生活を含む
様々な場面に今や欠かせないツールとなっていま
す．このコーナーでは，病理医にとって日常業務
や研究などに有用な情報が得られる海外のサイト
やYouTubeチャンネルを参考までにいくつかご紹
介したいと思います．すでにご承知の会員もおら
れることとは思いますが，その場合はどうか悪し
からずご容赦ください．

【ウェッブサイト編】
1 �．PathologyOnlines.com
　　（https://www.pathologyoutlines.com）
「病理業務に有用なあらゆる情報を15秒以内で

提供します」をモットーに米国で運営されている
病理関連総合サイト．開設は2001年 8 月と，20
年余りの歴史があり，その間に蓄積されたコンテ

ンツで充実しています．特にあらゆる臓器での主
な疾患の臨床所見やその病理像が，病理画像と共
に要領良くまとめて記載されている「TEXTBOOK」
は誰でも参照でき，日常の病理診断業務にも役に
立つことが多いでしょう．

2 �．WebPathology
　　（https://www.webpathology.com）

あらゆる臓器における主な良性・悪性腫瘍及び
関連病変（鑑別疾患）の典型的・教科書的所見を
示す病理画像が豊富に収載されたサイト．疾患に
よっては放射線画像や肉眼所見，割面像なども揃
えられており，自己学習に適しています．

3 ．Free�medical�journal
　　（ https://www.gfmer.ch/Medical_journals/

Free_medicalTemplate.htm）
その名のとおり，今日無料で閲覧できる世界の

あらゆる医学雑誌をリスト化したまとめサイト．
病理学関係誌（細胞診，組織学，臨床検査を含む）
では77誌が収載されています．

4 ．Whole�Slide�Image�Repository
　　（ https://digitalpathologyassociation.org/

whole-slide-imaging-repository）
世界各地におけるwhole slide image（いわゆ

るバーチャルスライド画像）の公開サイトを集め
たリポジトリ（収納庫）．大学等の教育機関や病院
のほか，企業，私営のサイトも紹介されています．

【YouTube編】
今やいつでもどこでも好きな動画を選んで視聴

できる時代です．動画配信サービスの拡大や，ス
マホ・タブレットの技術革新，家庭でのネット環

座長の松原先生（左上）と登壇した講師の面々
（右上から右下へ，湊理事，近藤理事，小田会長）

8



境の充実がその背景でしょう．動画配信サービス
は利用が無料のYouTubeに加え，有料のNetflix, 
Disney plus, Amazon primeなどもあり多様です
が，特にYouTubeではエンターテインメントだけ
でなく，専門性の高いアカデミックコンテンツが
増えています．病理医向けのチャンネルも多々生
まれており，国内外の専門家による講演や症例解
説も無料で聞くことができます．ここでは普段か
ら視聴でき，日常の病理診断にも役立てられる病
理診断系のチャンネルをいくつかご紹介したいと
思います．

1 ．pathCast
2017年より開始された病理診断全般を扱う

チャンネル．言語は英語であり，各領域のエキス
パートが最新のトピックスを講演し，各 1 ～ 2
時間のレクチャー動画が200本以上アップロード
されています．イメージ的にはUSCAPのショー
トコースと類似しており，病理専攻医，病理専門
医向けのハイレベルな内容が多いようです．
YouTubeには自動翻訳付きの字幕機能（英語から
英語字幕，英語から日本語字幕など）があります
ので，英語が苦手であっても視聴できると思いま
す．

2 ．Jerad�Gardner,�MD
2012年より開始され，皮膚病理や骨軟部病理

を中心に扱ったチャンネル．米国Pennsylvania
州のGeisinger Medical Centerに勤務する病理医
Jerad Gardner医師によって運営されており，動
画内の言語は英語です．顕微鏡をリアルタイムで
動かしながら症例を呈示し解説していくスタイル
であり，あたかもディスカッション顕微鏡を一緒
に覗きながら指導を受けているような気分になれ
ます．日常診断で遭遇しうる皮膚・骨軟部疾患が
主な対象となっており，それらの組織所見はもと
より疾患概念から遺伝子異常に至るまでの包括的
な解説が為になります．

腎病理塾：
2019年より開始された腎病理の専門チャンネ

ル．米国ロサンゼルスで腎臓病理医・腎臓病学研
究者として活躍されている山下倫史医師によって
運営されています．動画の言語は日本語で，腎病
理の基本的な見方だけでなく，各疾患の病態メカ
ニズムや最新トピックスまでとてもわかりやすく
解説されています．IgA腎症で血尿がメインとな
る理由（免疫複合体はメサンギウムに沈着するの
に何故血尿？），尿検査で潜血陽性かつ蛋白陰性
になる理由（血液中の蛋白はなぜ検出されな
い？），などはまさに目からウロコのような解説
が聞けます．腎生検の診断に携わる若手病理医に
は是非みていただきたい我々一押しのYouTube
チャンネルといえます．

なお，ここでは各チャンネルのURLは掲載しま
せんが，YouTubeもしくはGoogleでチャンネル
名を検索すれば該当のチャンネルがでてきます．
これらの他に皆様がご存知の病理医おすすめ
YouTubeチャンネルがありましたら，IAP日本支
部広報委員会までお知らせください．機会を改め
て読者にご紹介させて頂きます．

第62回総会のお知らせ

今年もHPでの開催となります．期間中にHPの
総会ページにログインしていただき，議案資料

（PDF）をご確認のうえ，議決権行使または委任
状登録をお願いします．

開催期間・詳細が決まりましたらNEWSLETTER
でお知らせいたします．

2023年USCAP雑誌購読申し込み案内

Modern PathologyとLaboratory Investigation 
2023年 1 月～12月号各雑誌の年間購読料が決ま
りましたらNEWSLETTERでお知らせいたします．

マイページにて申込手続きをお願いします．な
お，購読を継続される方も必ず更新の手続きをし
てください．
　申し込み期間：
　2022年 9月26日（木）正午～10月21日（金）17時
・ 本申し込みは販売収入事業となり消費税10%が
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かかることご了承ください．
・ 本申し込みはIAP日本支部が代行し，情報管理・

配送手配はすべてUSCAPが行っております．
・ 申込み期間外の受付，および購読中の住所変更

等はできません．
・ 配送トラブルがある際は，一度IAP日本支部へ

ご相談ください．
・ 継続購読の方は12月号翌年の 1 月号と途切れ

なく配送されますが，新規購読者，また住所変
更をされた方へは，雑誌の配送が遅れることが
あることをご承知おき下さい．

・ Journalの購読は個人単位でとなっています．
個人名義で購入し，大学や病院の図書館に配架
して閲覧を行うことは禁止されています．

事務局よりお知らせ

会員情報に変更のある方は，マイページにて変
更手続きをお願いします．
・IDは会員番号になります．
・ パスワードを忘れた方の再発行はメールアドレ

スと会員番号での照会になります．
・ 発送物は，「郵送物」送付先と「請求書」送付

先をそれぞれ自宅か所属先に選択できます．窓
付き封筒のため紙面に住所が印字されますの
で，適宜ご選択ください．
理事選挙の投票，USCAP雑誌購読申込，総会

の議決権行使または委任状登録にはログインが必
要です．

IAP日本支部学会事務局　担当：平尾　みゆき
住所：〒162-0801　東京都新宿区山吹町358− 5
　　　アカデミーセンター
TEL：03−6824−9374／ FAX：03−5227−8631
Email：jdiap-post@bunken.co.jp

Upcoming Meetings

第 6 回ふぁんだめんたる病理診断講習会
外科病理診断講習会の部（オンデマンドで配信）
視聴期間：2022年 6 月16日（木）～29日（水）
視聴申込：2022年 6 月 1 日（水）～28日（火）
病理解剖診断講習会の部
方法：資料発送及びe-mail（支部HPを参照）
コース内容・参加申込等詳細は支部HPを参照

第34回 IAP Congress
日程：
  （virtual）2022年10月11日（火）～13日（木）
  （in-person）2022年10月14日（金）～15日（土）
場所：Sydney, Australia
ホームページ：https://iap2022.com/

2022年度IAP日本支部病理学教育セミナー
（オンデマンド配信）

視聴期間：2022年11月19日（土）～
参加申込等詳細は支部HPを参照

第112回USCAP Annual Meeting
日程：2023年 3 月11日（土）～16日（木）
場所： New Orleans Convention Center & 

Marriott New Orleans Downtown
　　　New Orleans, LA, USA
ホームページ：
　　　https://uscap.org/uscap-annual-meeting/

第13回APIAP Congress
日程：
  （オンデマンド）2023年 6 月 7 日（水）～16日（金）
  （ライブ視聴）2023年 6 月16日（金）～18日（日）
場所：Penang, Malaysia
大会長：Nor Hayati Othman
ホームページ：https://www.apiap2023.com/

第35回IAP congress
日程：2024年10月26日（土）～31日（木）
場所：Cancun, Mexico

第36回IAP Congress
日程：2026年
場所：福岡市，福岡国際会議場
大会長：小田義直（九州大学大学院形態機能
　　　　病理学）第111回日本病理学会総会でのJDIAP�desk
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JDIAP賛助会員

賛助会員としてご支援いただいている下記の企
業・団体様には大変お世話になり，心より感謝申
し上げます．なお，賛助会員の年会費は50,000円
であり，IAP日本支部の発行物などをご紹介させ
ていただいています．私共の活動に賛同し，協力
していただける賛助会員をさらに募集しています
ので，会員の皆様からのご紹介やご勧誘をどうぞ
よろしくお願いいたします．

一般社団法人シーピーエル
株式会社キューリンパーセル
株式会社組織科学研究所
株式会社東京セントラルパソロジーラボラトリー
株式会社日本臨床社
株式会社フィリップス�ジャパン
株式会社臨床病態医学研究所
アストラゼネカ株式会社
サクラファインテックジャパン株式会社
ゼク・テック株式会社
平野純薬株式会社
フィンガルリンク株式会社
富士製薬工業株式会社
ホロジックジャパン株式会社
ライカマイクロシステムズ株式会社

IAP日本支部のtwitter公式アカウント
を設置しました！

広報委員会

IAP日本支部ではSNSを利用した広報活動を展
開することとし，これからtwitterで当支部につい
ての様々な情報や案内などをタイムリーに ‘つぶ
やいて（tweetして）’ 参ります．もちろんこの
News Bulletinの発行についても瞬時にお知らせ

い た し ま す． ア カ ウ ン ト 名 は「IAP Japanese 
division」，ユーザー名（ID）は @IAPJapanです
ので，会員の皆様にはフォローと共に、「いいね」
や「リツィート」などのアクションをどうぞ宜し
くお願いいたします．

編 集 後 記
JDIAP会員の皆様におかれましては，ご健勝で

お過ごしのこととお慶び申し上げます．コロナ禍
となり，ついに 3 年目を迎えました．まだまだ
先が見えない，不安な日々が続いておりますが，
海外ではマスクフリーが可能となった国もあり，
また，本号でご報告がなされているUSCAP，第
111回日本病理学会でのコンパニオンミーティン
グをはじめ，対面開催が可能なイベントが少しず
つ増えてまいりました．今後に期待したいと思い
ます．また，ポストコロナに向けては，ウエブの
活用は欠かせないものと思われます．Pathology 
Web Walkersの記事は実にタイムリーで，是非ご
一読，ご活用ください．それにしましても，イン
ターネット・SNSの世界の進歩はめざましく，私
が所属する大学でも，基本的な通信手段として電
子メールを全く使わない学生が数多くいることに
驚かされます．最先端の波に乗るのは容易ではあ
りませんが，学術団体等が発信する公的な情報
ソースを適切にキャッチできるだけの知識はつけ
ておきたい，と切に思う今日この頃です．

 （森谷卓也）

 広報委員会　委員長　久岡正典
 副委員長　森谷卓也
 委員　長嶋洋治
 委員　近藤哲夫
 委員　湊　宏　
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ウクライナ情勢について

　ウクライナ情勢に関して日本医学会連合と日本学術会議から以下のような声明文が
出されています．

　日本医学会連合　https://www.jmsf.or.jp/news/page_864.html
　日本学術会議　　https://www.scj.go.jp/ja/head/pdf/20220228.pdf

　国際病理アカデミー日本支部としてもこの事態を深く憂慮し，医学に携わるものと
してこれらの声明を支持いたします．

 令和 4 年 4 月 1 日
 国際病理アカデミー日本支部
 理事長　小田義直

支援の主な窓口：
　日本赤十字社「ウクライナ人道危機救援金」 https://www.jrc.or.jp

　国境なき医師団「ウクライナ緊急募金（緊急チーム募金）」
  https://www.msf.or.jp

　日本ユニセフ協会「ウクライナ緊急募金」 https://www.unicef.or.jp

　国連UNHCR（難民高等弁務官事務所）協会 https://www.japanforunhcr.org

　日本医師会 https://www.med.or.jp/index.html

ウクライナの病理医によるツィート
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